
❶スパチュラ（ヘラ）を使った盛り付けを
伝授❷グラニュー糖やブドウ糖など、複数
の砂糖を配合します❸手元をしっかりと見
て❹２種類の味を作りました❺牛乳は能登
の酪農家から毎日届くそうです❻機械から
出てくる濃厚ジェラートを素早く盛ります
❼青空広がるジェラート日和でした
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親子で音楽を身近に感じて
吹奏楽ミニコンサート
　５月19日㈰に文化会館フォルテで「吹奏楽ミニコ
ンサート」が開催され、295人の親子が訪れました。
今年で10年目を迎えるこのコンサートでは、石川ウィ
ンズフィルハーモニックが童謡や手遊び歌など多くの
人に親しまれている全17曲を演奏しました。音楽を
聴くだけでなく曲に合わせて体を動かす場面もあり、
親子で一緒に生演奏を楽しんでいました。
　開演前には、子どもたちが楽器に直接触ることがで
きるイベントも行われました。赤ちゃん連れでも安心して参加できるコンサートです。

まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227−6056）

１

キウイが生きる魅惑のジェラート
ののいちコミュニティカレッジ公開講座
　年間を通じて幅広いテーマの教養講座を実施
している「ののいちコミュニティカレッジ」。そ
の公開講座が５月25日㈯に開催されました。
　「野々市の特産品『キウイフルーツ』を使用し
たジェラート作り体験」と題し、小中学生親子
16組が、世界一のジェラートマエストロ・柴野
大造氏の下でジェラート作りを体験しました。マ
ルガーラボ野々市を会場に、まずはジェラート
とアイスクリームの違いを学びます。その後は、
いよいよジェラート作り。牛乳や砂糖を量るとこ
ろから、果物の皮むきや材料の混ぜ合わせなど一
連の流れを体験しました。仕上げに各自で盛り付
け、実食すると思わず笑顔がこぼれます。参加者
らは、見て聞いて作って食べて、自然の魅力いっ
ぱいのジェラートを五感で味わっていました。
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こんな遊び方もあるの！？
わくわく運動教室
　５月 22日㈬～６月 26日㈬の毎週水曜日に市民体
育館で「わくわく運動教室」が開催されました。
　29 日㈬は、「うんどうあそび SORA っ PU」の潟
渕朝美氏の指導の下、１時間の中で約 10種類もの遊
びが行われました。合図で一斉に走って小さなカラー
コーンを取りに行く遊びや、デコレーションしたラッ
プの芯を連続で転がしてジャンプで避けるなど、初め
ての遊び方が満載！　時間を忘れて心と体を躍らせる
楽しげな声が館内に響き渡っていました。 大ジャンプ！　いつもより高く飛んだかも？
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思い出は音楽と共に
フォルテミュージックトーク 青春 MTV
　文化会館フォルテで「フォルテミュージックトーク 
青春 MTV」が５月 26 日㈰に開催されました。1980
年代の洋楽について曲ごとの解説や来場者からのリク
エスト曲の紹介など、当時の熱を呼び覚ますような熱
い講座は約２時間に及びました。楽曲・ビデオの懐か
しさと、それでいて薄れない魅力に訪れた人々は優雅
な午後のひとときを過ごしました。
　また、会場ではレコード展示（金沢工業大学 PMC
協力）やサブスクリプション体験も実施されました。

優しい気持ちも花も育てる
人権の花運動
　市では、児童が命を大切にし相手への思いやりの心
を育むことを目的に「人権の花」を育てる運動を毎年
実施しています。今年は６月４日㈫に菅原小学校の３
年生 61 人が人権擁護委員７人と協力してサルビア、
ニチニチソウ、マリーゴールドの３種類の花苗をプラ
ンターに植えました。花を植えた児童からは「いろい
ろな人に自分たちが植えた花を見てほしい」「人権のこ
とを知らない人にも大切さを伝えたい」との声が聞か
れました。

懐かしい曲に耳を傾ける来場者と解説の紺矢誠氏（右上）。

人権擁護委員と一緒に花を植える児童たち。

ボンジュール、私の作品
カルトナージュ教室
　「カルトナージュ教室～お気に入りを作ろう♪～」
と題した全２回の製作体験教室が、５月 29 日㈬と６
月５日㈬に押野公民館で開催されました。カルトナー
ジュとはフランス発祥の伝統工芸のことで、布や紙を
使い、素材の風合いを活かした仕上がりが特徴。この
教室の目標は普段使いのできるバッグを作ることです。
参加者らは講師の藤松香織氏と共に和気あいあいとし
た様子で、世界に一つだけのバッグ作りを楽しみまし
た。 計４時間の作業ですてきなバッグが出来上がり！（左下）

ニュージーランド特有の英語を学ぶ
国際交流カフェ
　国際交流カフェは、ニュージーランド出身の国際交
流員チョ ジヒョン氏がさまざまなテーマで海外の文化
を紹介する恒例のイベントです。６月 15 日㈯、にぎ
わいの里ののいち カミーノでの開催で最終回を迎えま
した。今回は「KIWI ENGLISH」と呼ばれるニュージー
ランド英語特有の単語や言い回し、ニュージーランド
の文化について学びました。「ニュージーランドには蛇
と熊がいない」など、日本との違いに参加者は驚きの
声をあげていました。 チョ ジヒョン氏の国際交流員としての任期は７月末まで。


